
村上 信吉   

質問の件名及び質問の要旨（質問時間） 答弁を求める者 

１ 鶴ヶ島の魅力を広域でどう発信し、人口減少時代の

まちづくりにつなげるか          （20分） 

 

私はこれまで、「鶴ヶ島の魅力をどう高めるか」という視点から、

緑の保全、公共交通、地域資源の活用について取り上げてきました。

私のところに市民の皆様から、「若い力を地域に」「災害の少なさ

を PR して人口増へ」「市民の森を残してほしい」など、まちの魅

力づくりに関する期待が多数寄せられています。 

本市には、国選択無形民俗文化財である脚折雨乞、市民の森や里

山などの自然環境、運動公園での産業まつり、圏央鶴ヶ島インター

チェンジ周辺のＳＡＩＴＡＭＡロボティクスセンター（仮称）など

の産業技術拠点が存在し、歴史文化・自然・産業の多様な魅力が集

積しています。これらを単独で発信するのではなく、川越・坂戸・

日高・毛呂山・越生など周辺自治体と連携し、広域でブランド化す

ることで、より大きな効果が期待できると考えます。 

国土交通省が示す広域観光の専門的概念では、観光資源を「点」

ではなく「面」として捉え、県境を越えた広域ネットワークを構築

することが求められています。また、近年のニューツーリズムの潮

流では、地域独自の伝統文化・祭り・歴史資源を核とした「テーマ

型広域観光ルート」の形成が全国的に進んでおり、文化資源の体系

的整理とストーリー化が不可欠とされています。これら文化資源は

教育委員会が所管する領域であり、保存・継承・教育との連動を図

りながら広域観光の基盤として位置づけることが、全国的な広がり

と整合するものと考えます。 

以上を踏まえ、以下質問します。 

 

（１）広域連携によるシティプロモーションの全国的な潮流につ 

いて 

（２）脚折雨乞、市民の森、産業まつり、ＳＡＩＴＡＭＡロボティ 

クスセンター（仮称）などの本市の多様な資源と、文化資源の

保存・継承を所管する教育委員会との連携について 

（３）人口減少対策としての広域移住促進の強化について 

（４）つるバス・つるワゴンの再編と広域周遊ルート形成との連動 

について 
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２ 高齢化の進む地域社会における健康・生活支援をど

う再構築するか              （20分） 

 

私が実施した地域での市民意識調査でも、「医療・介護の充実」

「買い物・通院が困難」「つるワゴンの充実」「地域のつながり」

「見守り」など、高齢者の生活課題が多数寄せられています。独居

世帯の増加や免許返納者の増加により、生活の足の確保、災害時の

避難行動支援、地域の絆の再構築が急務となっています。 

本市の高齢者施策は、介護予防・地域福祉・交通政策が個別に進

められていますが、今後は「健康」「地域のつながり」「生活の足」

を一体で捉えた政策転換が求められます。これらの施策は、高齢者

対策にとどまらず、市長の唱える「鶴ヶ島を健康長寿日本一に」に

も通じ、持続可能な鶴ヶ島の基礎となる子育て世代への魅力あるま

ちづくりにもつながるものと考えます。 

以上を踏まえ、以下質問します。 

（１）独居世帯・高齢者世帯の増加の現状認識について 

（２）高齢者の買い物・通院など生活の足の改善について 

（３）地域のつながり（サロン・見守り）の再構築について 

（４）つるワゴンの再編を高齢者政策の中心とする考えについて 

 

３ 学校作業療法士（School OT）の試行導入の可能性に

ついて                  （20分） 

 

本市では、未就学児に対しては作業療法士（OT）による支援が提

供されていますが、就学後は支援が途切れ、市外医療機関では半年

〜1年の待機が発生しています。一方、小・中学校では、姿勢保持、

書字困難、感覚過敏、集中困難など、作業療法士が専門とする領域

の相談が増加しています。い 

全国では、学校作業療法士（School OT）を配置し、授業参加の

改善、不登校予防、教員負担軽減などの成果が報告されています。

市内 NPO法人が作業療法士を採用し新規事業を開始しており、地域

連携の可能性も広がっています。西中学校跡地の再整備において

も、発達支援機能の強化が期待されます。 

以上を踏まえ、以下質問します。 

（１）小・中学校における姿勢保持、書字困難、感覚過敏などの相 
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談件数の把握について 

（２）未就学児支援が就学後に途切れる支援の空白の認識につい 

て  

（３）市内 NPO法人との連携の可能性について  

（４）学校作業療法士（School OT）の試行導入の検討状況につい 

て  

（５）西中学校跡地の再整備における発達支援機能の位置づけに 

ついて 

（６）医療・福祉・教育をつなぐ支援体制の構築方針について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


